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飛砂に 関する風 洞実験　 （飛砂限界風速および砂 の 挙動 に つ い て ）

　　　　　　　　　　 Wind 　Tunnel　Experiments　of　Blown 　Sand

　　　　　　　　（Critical　Velocity　and 　BehaviQr　of　Sand 　Movement ）
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Sand　behavior　was 　investigated　by　using 　a　wind 　tunnel．　The　sand 　takelユfrem　Nakatajirna　dune　w 乱s　placed　in　the　wind

tunnel　test　section　fbr　l　OOOmm　lll　long　and 　200mm 　in　width ．　Critical　velocity 　for　brown　sand 　increased　with 　partiole
size　of　the　sand ．　This　was 　because　the　sand 　weight 　and 　the　inertia　of 　the　sand 　increased　with 　the　particle　size　of 　the

sand ．　The　effect 　ofgrass 　settled 　on 　the　sand　surface　also 　was 　investigated　by　flow　visualizat 正on 　in　thc　wind 　tunncL 　lts

cffcct 　was 　confirmed 　not 　only 　around 　the　root 　ef 　the　grass　but　also 　around 　the　height　as　same 　as　the　grass　height．

1．緒言

　天竜川流 域の ダム が 建設 され てか ら，静 岡県浜松 市の 中 田島砂

ff．の 海岸線が後退 しω ，砂丘 の 維持が 閙題 にな っ てい る．これ は，
天竜川 か ら海 へ 輸送された 土砂が 波の 作用で海岸線へ打ち上げら

れ るが，ダム の 影響で そ の 土砂量 が減少 した こ とに よっ て，砂 fi
の 飛砂 に よ る侵食が進 行 した た め で ある．

　風 に よる砂 の 輸送現 象につ い て は多 くの 研 究
a）
が なされ て い る

が，風に よる飛砂の 特性を把握 し，その 基礎
．
的なメ カニ ズム を解

明す る とともに，飛砂 防止 ネ ッ ト・垣根まわ りの飛 砂の 挙動を理

解する こ とは，上述 した よ うな砂 丘の 維持 に は重要 で ある．

　本研究では，風洞 実験で 中田島の 砂などにつ い て砂粒子 の 移動，

飛砂 限界風速，飛砂 量の 鉛直方 向分布 な どを調べ ，飛砂 の輸送現

象を解明 した．また，砂面 に生えて い る草をPET フ ィル ム で模擬

した風 洞実験 も行 っ た．

2 ．集験装置 および方法

　本実 験で は 小型 吹出 し型風洞（図 1，測定 胴長 さ 2000rnm，幅

2Gi   n，高 さ 200n 皿n ）を用い
，

上 流側 100〔  m は砂 を貼 り付けた

粗面 を有する 助走 路 と し，ド流 側 IOOOmm の 床 面 に 砂 を厚 さ

13〔hnm で均質に敷い た．本実験で 使用 した砂は，豊浦標準砂（コ

ン ク リート製造 用，d＝234μ m ，密 度 2600kgtm3），東 北硅砂 2 種 類

（ガ ラス 製造凧 d・・115μ m ，密度 2590kgm3，　 d＝335μ m ，密度

2620kgtmコ），中田 島砂丘 の 西側，中央，東 側 で採 取 した砂 とそ れ

らを洗っ た砂の 6 種類（d＝28〔ト320μ m ）で ある．

　中田島に生息 して い る草（コ ウボ ウム ギ）を模擬 した人 工 的な草

（縮尺 1／2）を厚さ 0，1  の PET フ ィル ム で 製f41した．葉帳 さは

10Cimn，　 rl1畠は 4  の もの を内伽 枚 とタトイ貝「亅轍 の 2 重 に し，そ れ

を 1株 と し，格3 状に ス パ ン 方向 3 株，流れ方向 8 株を砂面に設

置 した．なお，砂 面か らの 草モ デル の 高 さは 50〜7〔hnm であ る．

　風 速分布 の計 測に は ピ トー管 を用い ，砂 を貼 り付 けた粗面上 で

平均速度分布 を測定 し，粗面近 傍を除い て 平均速度分布の
一
様性

を確 認 して い る．飛砂 限界風速の 測 定では，風速 を徐々 に増加 さ

せ て 目視で砂 が動き始め る時の 風速を飛砂限界風速 とした．砂 粒

子 の 軌跡を調 べ る実験で は，高速度カ メ ラ（500fraine！s）を使用 して
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　Fig，　l　　TrajeCtory　ofsandparticle 　fbr　each 　critical　velocity．

○：］F（）yo  ，△ ：T｛）uhoku −KeisaNo，6，▽ ；］R）uho   一Kcisa　No．8

真上 か ら砂 面を撮影した後，砂 粒子 を追跡 して砂
一
粒 ご との 時間

と位 置の 関係 を得 た．

3 ．結論

（1） 砂粒 の 粒 径 が 大 き くな るほ ど， 砂粒 の 重 量が 増加 し，砂粒の

　　慣駐が よ り作用する た め に，砂の 限界風速は増大 し，砂 の 移

　　動 速度は遅 くな る，

（2） 豊浦標準砂 お よび東北硅砂 6 号で は，転動現象 か ら跳 躍現象

　　 に変化 した．一方，それ らよ りも粒径の 小 さい 東北硅砂 8号

　　 では，最初か ら跳 躍現象で あっ た ．

（3） 植 生 の根 元 付 近 の み な らず，草 と同程度の 高 さにお い て も飛

　　砂防止 効果が確認 された．
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